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GfK ジャパン 

（TEL：03-5350-4632） 

2015年の電動工具販売動向 

リチウムイオン電池搭載モデルの拡大が市場を下支え

GfKジャパン（東京：中野区）は、全国のホームセンターにおける主要電動工具の販売動向を発表した。※1

【概要】 
・2015年の主要電動工具の販売台数は前年比3%減。平均価格の上昇により販売金額では同1%増。
・リチウムイオン電池を使用した高単価モデルが拡充。金額市場を下支え。

【電動工具の販売推移】 
  

Press Release 

 2015年の主要電動工具※2販売は数量ベースでは前年比
3%減となるも、金額ベースでは同1%増となった。税抜き平均
価格が前年から4%上昇し、金額規模の成長につながった。 

 主要電動工具販売の8割を占める電動ドライバーは、数量
前年比4%減、金額前年比1%増となった（図1）。電動ドライ
バーのタイプ別数量構成比では、ネジ締めのみができるドライ
バーが22%、ネジ締めと穴あけができるドリルドライバーが
39%、回転方向に衝撃を与えることでより強力にネジ締めがで
きるインパクトドライバーが36%、振動ドリルドライバーが2%を

占めた。構成比は少ないが、振動ドリルドライバーは唯一、数
量、金額共に前年からプラス成長となった。電動ドライバーを
電源タイプに分けてみると、主流はコードレスタイプで過半を占
めるが、この中でもリチウムイオン電池を搭載したモデルの販売
伸長が目立った。リチウムイオン電池搭載モデルは他充電池タ
イプに比べ平均価格が2.2倍高いが、軽量でパワーがあり、か
つ、電池の持ちが良いことが支持されている。コードレス電動ド
ライバーにおけるリチウムイオン電池搭載モデルの数量構成比
は、前年から3%ポイント増加し60%を占めた。

 他の電動工具でもリチウムイオン電池搭載モデルの販売は
伸びており、木材や金属の切断に使う丸ノコやジグソー、木材
や金属の研磨に使用するサンダーでも構成比が増加した。 

リチウムイオン電池搭載モデルの販売増に伴い、コードレス製
品に使用する電池パックの販売も数量ベースで前年比13%

増、金額ベースで同23%増と伸長した。電池パックにおけるリ
チウムイオン電池の構成比は数量・金額共に前年から9%ポイ
ント増加した（図2）。電池容量別数量構成比をみると、電動

工具だけでなく園芸用品やコードレスクリーナ等でも使える大
容量モデルが前年から9%ポイント拡大した。

【DIYブームを追い風に細やかなフォローと継続的な提案が市場拡大のカギ】 
 電動工具の買い替え需要は底堅いとみられる。IKEAなどの組み立て家具が一定の認知と支持を得ていることや、
既製品では満足せず、自分らしい生活スタイルを目指す層が拡大していることが後押しとなっている。また、「DIY女
子」のメディア露出の増加もユーザーのすそ野拡大に役立っているとみられる。電動ドライバーでは、ピンク系のモデルの
販売数量が前年の2.3倍に増えた。主要メーカーのカタログでも初心者やDIY女子を意識した丁寧な用具解説が多く
みられた。DIYブームで興味を持った消費者にいかに興味を持たせ続けるかが今後の市場拡大のカギを握る。 
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図2.電動工具用電池パック 
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※本リリースに関するお問い合わせ先   GfK ジャパン 

広報グループ 茶野 絢子 

tel : 03-5350-4632  Email : info.jp@gfk.com 

http://www.gfk.com/jp 

※1.   全国の主要ホームセンターの販売実績（POSデータ）を集計
※2.    集計対象の電動工具：電動ドライバー、丸ノコ、ジグソー、サンダー、電動工具用電池パック
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